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（研究成果の要約） 

1) ART にて妊娠した母体からの出生児の 5歳までにおける肥満度の検討：ART 妊娠より出生し

た児は、男児において HFD 児の割合が高く、5 歳までの肥満割合が非 ART 妊娠よりも高かっ

た。女児ではこの差は認めなかった。この結果は、性染色体のエピジェネティックな変化

に対する防御作用の違いが影響している可能性が考えられた。また、ART 妊娠については出

生後の児への愛着が強い傾向があり、一方で母乳栄養の率は低かった。 

2) アイトラッカーを用いた検討で、自閉症スペクトラム児の認知機能の特性が明らかとなっ

た。 

3) 妊娠中の運動習慣と出産アウトカムの関連を検討し、妊娠中の運動習慣が早産のリスクと

はならずに帝王切開率の現象に寄与する可能性があることを見いだした。 

4) SGA 児の社会活動・運動を評価する目的で ABPS-C を開発し、有効性を確認した。3 歳時に

おける FFQ 栄養調査の妥当性を検討し、脂質の摂取を評価した。 

5) SGA 性低身長の遺伝的背景を検討し、2つのエピジェネティックな変異を同定した。 

 
 

１．研究目的 

 本研究の目的は、胎生環境が胎児発育と出

生後の成長･代謝予後に及ぼす影響を,母子双

方を追跡調査することにより明らかにし、成

人期のメタボリック症候群等疾病予防に役立

てることである。 

今年度の目標は５，6歳健診を継続、順次デー

タのクリーニング･固定を行っていく。父母児

の質問紙調査、児の成長データ取得と共に発

達評価を強化、自閉症スペクトラム等発達・

学習障害について検討。作成したデータベー

スから、胎生期の環境と生後の成長発達・代

謝について検討する。栄養については、BDHQ

調査を実施、6歳までの生化学データとの関連

を検討する。母子コホートフォローアップデ

ータベースと当センターで管理した新生児デ

ータベースと連結した拡張データベースを作

成していく。また、DNA 検体を解析し、一般小

児の成長に関与する遺伝的因子を明らかとす

る。 
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３．研究成果 

 本年度の研究では、コホートの 5，6歳児

健診、母体の健診、質問紙調査及び検体収

集を順調に実施した。現在の追跡率は、参

加中止申し出を含め 67％である。 

各分担研究者において、以下を行った。 

1) ART にて妊娠した母体からの出生児の 5 歳

までにおける肥満度の検討：ART 妊娠より出生

した児は、男児において 5 歳までの肥満割合

が非 ART 妊娠よりも高かった。女児ではこの

差は認めなかった。 

この結果は、性染色体のエピジェネティック

な変化に対する防御作用の違いが影響してい

る可能性が考えられた。 

 
 

2) 胎児新生児期の因子と成長発達に関す

る研究: 生殖補助医療(ART)の、分娩および

出生児の状況、その後の新生児の発育・発

達およびその栄養法や母子関係に及ぼす影

響について検討した。ART あり群は母体年齢

が高く、器械分娩や帝王切開が多かった。

ART あり群は、胎盤重量、出生時の体重・身

長・頭囲・胸囲が有意に大きかったが、生

後 1,2,3 歳時の体重、身長、頭囲、胸囲は、

ARTあり群とARTなし群とでは差は認めなか

った。精神運動発達に関しては、多くの項

目で両群間に差は認めなかった。完全母乳

率に関しては、1 か月時、3 か月時で、ART

あり群が、ART なし群よりも有意に低値であ

り、混合栄養率が有意に高値であった。6か

月時点では、ART あり群の方が ART なし群に

比して、有意に愛着度が高かった。無痛分

娩が、わずかではあるが、新生児の出生時

の体格、母乳栄養率や母子関係に影響を与

えていることが示唆された。 

 
 

3) アイトラッカーを用いた 4−６才における

顔認知の発達に関する研究: 顔認知の発達的

変化を検討するため アイトラッキング装置（眼

球運動計測装置 X2-30、Tobii 社）を用いて特別

な教示のない状態で①顔と文字、②顔と幾何学

図形を５秒間提示し、視線計測を行った。定型

発達の場合、文字や幾何学図形も見ているが、

顔をより長く注視している。これに対し、自閉

症スペクトラム(ASD)の患者では顔は見ずに文

字や幾何学図形を見ている。顔認知の自動的意

味処理の不全が ASD の認知全体で欠如している

ことを示唆していると思われる。 

 
4) 妊婦の運動習慣と妊娠アウトカムに関

する研究: 母子コホートデータを用いて妊

婦の運動習慣と妊娠転帰との関連について

検討を行った。妊娠中の中等度の運動習慣

を持つ妊婦は、持たない妊婦と比較して帝

王切開、低出生体重児分娩のリスクが低か

った一方で、早産のリスクに関しては関連

を認めなかった。本研究の結果から、妊娠

中の運動習慣は早産のリスクとはならずに

帝王切開率の現象に寄与する可能性がある

と考えられた。 

 

5) 妊婦・子どもの食事と発達に関する研究

: 3 歳児 FFQ の妥当性検証を行った。すでに

平成29年度までにAMED(BIRTHDAY)研究にて

FFQには佐々木が開発した3歳児ようの簡易

型自記式食事歴法質問票(brief-type 

self-administered diet history 

questionnaire for 3 years old, BDHQ3y) の

記入及び 3歳児健診の採血時に本研究用の

追加検査項目を実施済みであり、また塩分

摂取を推定するために食事調査の最終日に

24 時間蓄尿も実施済みである。今年度は平

成 29 年までに収集したデータを用いて、特



 

に脂肪酸について解析した。食事中からの

EPA, DHA, GLFA の摂取量は血清脂肪酸値と

よく相関した。 

 

6) SGA 児の活動及び社会参加状況に関する

研究: ５歳児の ABPS-C の評価結果はそ

れぞれ、基本動作 3.00±0.00（平均±標

準偏差）、 セルフケア 2.73±0.50 点、

活動性 2.90±0.30、教育 2.99±0.12、

余暇活動 2.99±0.16 であり、いずれの

項目も５歳児では概ね満点の評価点で

あったICFの概念に基づいたABPS-Cは、

小児慢性疾患や発達障害を抱えた児の

活動・社会参加を評価する尺度として有

用であり、小児期のリハビリテーション

連携において活用が期待される。 

ABPS-C の項目 平均±標準偏差 

基本動作 3.00±0.00 

セルフケア 2.73±0.50 

活動性 2.90±0.30 

教育 2.99±0.12 

余暇活動 2.99±0.16 

 

7) 胎児期及び生後成長障害の遺伝学的基

盤解明 : 本年度は small-for-gestational age 
(SGA) 性低身長患者および過成長患者にお

いてエピジェネティック異常を同定した。これに

より 2 つの新規インプリンティング疾患の疾患

概念を確立した。さらに、SHOX 異常症の病態

を明らかとした。これらの知見は、成長障害患

者の診療において有益な情報となる。 
 

４．研究内容の倫理面への配慮 

本研究は、倫理指針に則り機関内倫理委員

会にて審査を受け、承認を得、母に対するイ

ンフォームドコンセントを行い、同意を得て

行った。ゲノム解析は、成長障害における遺伝

的要因の探索 (受付番号 519、平成 23 年 12

月 8 日承認)で承認を受けている。 

本研究の遺伝子解析研究は、ヒトゲノム・遺伝

子解析研究に関する倫理指針を遵守して実施

した。研究参加への同意は全て患者本人もしく

は両親から書面で取得され、同意書および患

者と匿名化番号の対応表は、個人情報管理者

により厳重に保管されている。この規定の遵守

については、毎年、外部委員の監査を受けて

いる。 


